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2025 年度業務実績報告書 

提出日 2026 年 1 月 8 日 

 

１．職名・氏名  助教  岡田 恭子         

 

２．学位 学位 修士、専門分野 看護学、授与機関 福井県立大学、授与年 平成 29 年 3 月 24 日 

 

３．教育活動 

(1)講義・演習・実験・実習 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

 老年看護援助論（2 単位）2 年次 

②内容・ねらい（自由記載） 

高齢者によくみられる疾患を理解し、心身の加齢変化の特徴および家庭や社会における役割

を踏まえたアセスメント、高齢者の強みを活かした看護の実際を理解する。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫（自由記載） 

 具体的な看護について、学生が想像しやすいように実習中の先輩学生や教員の関わりの実際

場面を意図的に数多く活用し、高齢者の反応が理解しやすいように工夫した。授業の始めに小

テストを実施し、知識の整理や理解が深まるようにした。 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

 老年看護援助演習（1 単位）3 年次 

②内容・ねらい（自由記述） 

 これまで学んできた知識を強化し、使える知識にするため看護計画の立案から実施までの過

程をグループワークや模擬患者への実践を通して学ぶ。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫（自由記述） 

 学生が効果的に高齢者体験や技術習得できるような方法や手順を考え実施した。また、実習

で実際に受け持つ介護保険施設入所者の看護過程の展開を行い、事例を通して学びが深められ

るよう工夫した。 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

老年看護援助実習 （2 単位 毎年開講）3 年次 

② 内容・ねらい（自由記述） 

 多様な価値観と多様な健康問題をかかえている高齢者を身体的・生活的・精神的側面からア

セスメントし、これまでの人生を尊重してもてる力(強み)と権利を擁護する視点、在宅での生

活を考えた視点を視野に入れた看護過程展開能力を学習し、老年看護特有の実践能力を修得す

る。 

 施設の目的に基づいた看護師の専門的役割と多職種との連携について理解し、家族支援も含

め高齢者の生活の質の向上を目指した援助について看護過程の展開を通して学ぶ。 

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫（自由記述） 

 講義で学習した知識、技術を臨床で統合して活用することで対象の理解を深め、看護を展開

できるよう取り組んでいる。対象者の個別性に即した看護を認識できるようなアセスメントの

方法や、 看護実践について学生の特性に応じて指導を行った。老健と特養で実習しているため、

その特徴や様々な考えをまとめ学びが深められるようグループワークを多用し、グループメン

バーも適宜変更した。 



① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

認知症看護発展セミナー（1 単位）4 年次 

② 内容・ねらい（自由記述） 

概要 

グループワークを通して、認知症看護の専門性について理解を深める 

目標 

・認知機能障害が生活に及ぼす影響と高齢者の強みを引き出し、生活しやすくする看護の

実際を理解する 

・認知症の原因疾患による生活のし辛さの違いを知り、看護の工夫を考えることができる 

・生活のなかでの意思決定支援、意思表出支援の実際を理解できる 

・退院に向けた多職種連携の実際を学び、高齢者の視点から課題を抽出し、解決策を検討 

できる 

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫（自由記述） 

今年度は開講なし。 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

 卒業研究（3 単位）4 年次（平成 30 年度～） 

②内容・ねらい（自由記述） 

 科学的思考力を養い、自ら探求する態度と研究能力の基礎を身につける。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫（自由記述） 

研究に必要な基礎的な能力が身につくよう指導した。学生が明らかにしたいと考えることを

大切にし、計画的に進められるよう関わった。また、主体的に行えるよう計画に沿って研究に

関するテキストを提示した。 

(2)その他の教育活動 

内容 

福井赤十字病院看護研究指導 

 

４．研究業績  

(1)研究業績の公表 

① 著書 

【 本】 

② 学術論文（査読あり）       

【  本】 

③ その他論文（査読なし） 

【 本】 

④ その他の公表実績 

高齢者介護施設の看取りケアにおける家族支援に関する文献検討,第 45 回日本看護科学学会 

学術集会,ポスター発表,2025 年 12 月 7 日                    【 1本】 

(2)科研費等の競争的資金獲得実績 

令和 7 年度 KF 枠 

大阪公立大学大学院奨励金 

(3)特許等取得 

 

 

(4)学会活動等 

 

 

 

 



５．地域・社会貢献活動 

⑥公開講座、オープンカレッジ、社会人・高校生向けの講座の開講 （タイトル名、開催場所、

開催日時） 

公開講座（模擬授業）、高齢者の世界を知ろう!～高齢者疑似体験を通して～、三国高校、2025

年 7 月 7 日、13 時 40 分～（60 分） 

 

 

６．大学運営への参画 

(1)補職 

 

 

(2)委員会・チーム活動 

看護学科 科内委員 

 卒業研究、看護発展セミナー 

 オープンキャンパス 2025（老年看護学）企画・開催 2025 年 8 月 25 日 

令和７年度フィンドレー大学学術交流（老年看護学）5 月 30 日 

(3)学内行事への参加 

入試説明会（勝山高校）2025 年 7 月 15 日 

(4)その他、自発的活動など 

JANS 主催 オンラインジャーナルクラブ 2025 年 3 月 25 日  

大阪公立大学大学院看護学研究科老年看護学合同ゼミ・事例検討会 2025 年 5 月 18 日 

大阪公立大学 経済学×看護学×リハビリテーション学共同研究セミナー 高齢者における

終末期の意思決定と家族の選択 2025 年 6 月 18 日 

大阪公立大学大学院看護学研究科老年看護学合同ゼミ 2025 年 7 月 18 日 

令和 7 年度「次世代育成力」の強化を目指す看護系大学教員向け レベル別 FD研修（レベル

ⅴ・B コース）2025 年 7 月  

第 26回 JANSセミナー ゼロから始めるデータベース研究：マスターをマスターする 2025

年 9 月 25 日 オンライン 

医学書院 NEO オンラインセミナー 看護の実践・教育・研究ですぐに役立つ!生成 AI 活用

術と安全運用のポイント 2025 年 11 月 7 日  

日本老年看護学会第 30 回学術集会、合同開催第 34 回日本老年学会総会 参加 2025 年 6 月

27 日～29 日 

第 45 回日本看護科学学会学術集会 参加（ポスター発表）2025 年 12 月 6 日・7 日 

 


